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市
民
生
活
の「
安
心・安
全
」確
保
に

　
向
け
た
一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

令和5年9月 市議会定例会

主 な 内 容
総括質問� ２〜7面
清風クラブ� 2・3
　諸伏清児　佐藤貴子　須藤量久
　黒部栄三
湘南フォーラム� 4
　久保田聡　府川正明　山原栄一
しらさぎ・無所属クラブ� 5
　江口友子　端　文昭　元島　新
公明ひらつか� 6
　秋澤雅久　上野仁志　五十嵐豊
日本共産党平塚市議会議員団� 7
　松本敏子
無所属� 7
　佐藤由美子
常任委員会の審査概要� 3・7面
審議の結果� 8面

　
平
塚
市
議
会
は
、
令
和
５
年
８
月
25
日
か
ら
９
月
20
日
ま
で
、
27
日
間
の
会
期
で
９
月
定
例
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
市
長
提
出
議
案
と
し
て
、
条
例
の
一
部
改
正
や
令
和
５
年

度
補
正
予
算
、
人
事
案
件
な
ど
24
案
件
が
提
出
さ
れ
、
こ
の
う
ち
令
和
４
年
度
決
算
の
認
定
な
ど

に
関
す
る
４
案
件
を
除
く
20
案
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。

　
※
議
案
と
審
議
の
結
果
は
８
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●担い手総合対策事業
　�生産性の向上を図ることを目的に、認定農業者
等の担い手に対して先進技術の導入等の支援を
拡充するための経費……………………�1010万円
●波力発電関連分野での新産業創出促進事業
　�脱炭素事業のための指定寄附金（企業版ふるさ
と納税）を活用して波力発電を広く周知するた
めの経費…………………………………� 100万円
●総合公園管理運営事業
　�平塚競技場の観客席トイレを修繕するための経
費………………………………………�1億4253万円
●消防車両整備事業
　�消防及び救急活動の維持強化に資する各種車両
を更新するための経費………………�1億914万円

一般会計補正予算の一部を紹介一般会計補正予算の一部を紹介

　

今
定
例
会
で
は
、
市
民
生
活

の
「
安
心
・
安
全
」
を
確
保

し
、
利
便
性
を
向
上
す
る
た
め

に
道
路
や
公
共
施
設
の
維
持
補

修
費
や
、
学
校
通
学
路
や
保
育

所
な
ど
の
安
全
対
策
費
、
消
防

車
両
の
購
入
費
な
ど
が
計
上
さ

れ
た
ほ
か
、
当
初
予
算
で
措
置

で
き
な
か
っ
た
経
費
や
不
足
が

見
込
ま
れ
る
経
費
な
ど
９
億
７

８
８
万
９
千
円
の
一
般
会
計
補

正
予
算
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
と
し
て
、
保
育
所

な
ど
に
お
け
る
記
録
用
カ
メ
ラ

の
導
入
及
び
導
入
支
援
の
経
費

と
し
て
２
３
３
０
万
７
千
円
が

計
上
さ
れ
た
ほ
か
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
及
び
送

迎
用
バ
ス
安
全
装
置
の
導
入
に

係
る
支
援
経
費
と
し
て
１
７
９

万
２
千
円
、
飼
料
の
輸
入
価
格

高
騰
の
影
響
を
受
け
る
畜
産
農

家
を
支
援
す
る
た
め
、
飼
料
価

格
高
騰
緊
急
支
援
補
助
金
３
０

２
７
万
９
千
円
な
ど
の
費
用
が

計
上
さ
れ
ま
し
た
。
常
任
委
員

会
の
質
疑
で
は
、
ス
マ
ー
ト
農

業
の
法
人
に
対
す
る
助
成
の
考

え
や
農
業
者
の
担
い
手
育
成
が

問
わ
れ
た
ほ
か
、
波
力
発
電
の

関
連
分
野
に
関
し
て
、
今
回
寄

付
を
受
け
た
企
業
の
詳
細
や
今

後
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
小
中
学
校
に
お
い

て
倒
木
の
危
険
性
の
あ
る
樹
木

の
伐
採
・
剪
定
に
係
る
経
緯
や

対
象
と
な
る
樹
木
の
本
数
、
今

後
の
点
検
方
法
な
ど
も
問
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
左
記
で
紹
介
す

る
経
費
な
ど
が
計
上
さ
れ
、
採

決
の
結
果
、
全
員
異
議
な
く
可

決
し
ま
し
た
。

◆�

平
塚
市
一
般
職
員
の
特
殊
勤

務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
係
る
感
染
症
接
触
手
当
の

特
例
を
廃
止
す
る
条
例
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

　

常
任
委
員
会
で
は
、
手
当
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
部
署
や
対

象
人
数
と
件
数
な
ど
に
つ
い
て

の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
員
異
議
な

く
可
決
し
ま
し
た
。

◆�

平
塚
市
特
定
教
育・保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

の
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　

就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る

教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提

供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
規
定
を
整
備

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

常
任
委
員
会
で
は
、
今
回
条

例
改
正
に
至
っ
た
経
緯
や
目

的
、
効
果
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
員
異
議
な

く
可
決
し
ま
し
た
。

◆
人
事
案
件
に
同
意

　

任
期
満
了
を
迎
え
る
公
平
委

員
会
委
員
及
び
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
関

す
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
員

異
議
な
く
同
意
し
ま
し
た
。

　
［
公
平
委
員
会
委
員
］

○�

加
藤
富
士
夫
氏
（
ふ
じ
み
野

二
丁
目
）

　
［�

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
］

○
海
老
原
隆
氏
（
桃
浜
町
）

「
晩
秋
の
富
士
」

�

（
撮
影
日　

令
和
５
年
10
月
16
日
）

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置

　

令
和
４
年
度
一
般
会
計
・
特

別
会
計
決
算
及
び
公
営
企
業
決

算
の
認
定
に
関
す
る
議
案
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
端
を
発

し
た
原
油
価
格
や
物
価
高
騰
の

影
響
を
受
け
、
依
然
と
し
て
先

行
き
不
透
明
な
状
況
が
続
く

中
、
一
般
会
計
の
決
算
額
は
歳

入
が
１
０
０
５
億
７
９
７
２
万

円
で
前
年
度
比
５
・
５
％
の
減

少
、
歳
出
が
９
６
２
億
７
０
２

２
万
円
で
前
年
度
比
５
・
７
％

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
歳
入

で
は
相
模
小
学
校
移
転
整
備
事

業
の
事
業
完
了
な
ど
に
伴
う
市

債
の
減
少
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。
歳
出
で
は
見
附
台
周
辺
地

区
整
備
事
業
や
子
育
て
世
帯
へ

の
臨
時
特
別
給
付
金
給
付
事
業

の
減
少
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
の
う
ち
競
輪
事
業

で
は
、
Ｋ
Ｅ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
グ
ラ
ン

プ
リ
を
は
じ
め
、
記
念
競
輪
な

ど
の
開
催
を
成
功
さ
せ
、
収
益

確
保
と
地
域
活
性
化
に
努
め
ま

し
た
。

　

病
院
事
業
で
は
、
感
染
症
に

対
応
し
つ
つ
、
救
急
対
応
を
含

め
た
通
常
診
療
の
継
続
に
努

め
、
最
新
型
の
高
度
医
療
機
器

な
ど
の
導
入
・
更
新
を
行
い
、

地
域
医
療
の
充
実
を
図
り
ま
し

た
。
医
業
収
支
は
マ
イ
ナ
ス
と

な
っ
た
も
の
の
、
病
院
事
業
全

体
で
は
３
年
連
続
黒
字
決
算
と

な
り
ま
し
た
。

　

下
水
道
事
業
で
は
、
平
塚
市

総
合
浸
水
対
策
基
本
計
画
に
基

づ
き
、
立
野
町
・
御
殿
地
区
の

浸
水
対
策
事
業
を
実
施
し
た
ほ

か
、
東
部
ポ
ン
プ
場
等
の
長
寿

命
化
対
策
事
業
な
ど
を
進
め
ま

し
た
。

　

議
会
で
は
、
詳
細
な
審
査
を

行
う
た
め
決
算
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
閉
会
中
に
継
続
審
査

を
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

（
特
別
委
員
会
の
委
員
構
成
は

８
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

「
晩
秋
の
富
士
」《 

撮
影　

○
○
○
○
さ
ん 

／ 

○
○ 

》

�

（
撮
影
日　

令
和
５
年
10
月
○
日
）
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サ
ッ
カ
ー
専
用　
　

ス
タ
ジ
ア
ム
に
つ
い
て

問
　
こ
れ
ま
で
総
合
公
園
内
で

の
新
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
は
、
市

民
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
難
し

い
と
さ
れ
て
き
た
。
総
合
公
園

内
に
お
い
て
、
現
状
の
都
市
公

園
法
で
サ
ッ
カ
ー
専
用
ス
タ
ジ

ア
ム
を
建
設
す
る
こ
と
は
、
建

ぺ
い
率
に
問
題
が
あ
り
、
難
し

い
と
考
え
て
よ
い
か
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
都
市
公
園
法

で
は
、
都
市
公
園
に
建
築
で
き

る
特
例
施
設
で
あ
る
野
球
場
や

競
技
場
、
体
育
館
な
ど
の
建
築

面
積
は
、
公
園
面
積
の
10
％
以

下
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
現
状

で
は
新
し
い
ス
タ
ジ
ア
ム
を
建

築
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

問
　
総
合
公
園
は
、
大
規
模
災

害
時
に
自
衛
隊
や
関
係
機
関
の

総
合
防
災
基
地
の
拠
点
と
な
る

た
め
、
サ
ッ
カ
ー
専
用
ス
タ
ジ

ア
ム
の
建
設
は
難
し
い
と
の
判

断
で
よ
い
の
か
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
総
合
公
園
は

野
球
場
や
各
施
設
に
、
防
災
用

の
資
機
材
を
備
蓄
し
て
お
り
、

救
援
物
資
を
受
け
入
れ
る
際
に

は
本
市
の
総
合
防
災
基
地
と
し

て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
ま

た
、
県
の
広
域
防
災
活
動
拠
点

と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
お

り
、
広
域
応
援
要
請
の
際
に
は

応
援
部
隊
の
集
合
場
所
や
宿
営

場
所
と
し
て
、「
平
塚
市
地
域

防
災
計
画
」
に
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
。

問
　
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
か
ら
市

に
対
し
て
建
設
費
の
半
分
に
当

た
る
約
70
億
円
を
負
担
す
る
よ

う
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
、
巨
額
の
費
用
負
担
だ
と

感
じ
て
い
る
が
、
本
市
に
と
っ

て
ど
れ
だ
け
大
き
な
額
な
の
か

見
解
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
市
役
所
本
庁

舎
の
建
設
費
用
は
、
総
額
１
４

５
億
円
で
あ
り
、
国
が
一
部
負

担
を
し
、
本
市
の
負
担
は
１
３

１
億
円
で
あ
る
。
庁
舎
の
建
設

費
用
と
し
て
、
平
成
元
年
か
ら

20
年
か
け
て
庁
舎
建
設
基
金
の

70
億
円
を
積
み
立
て
、
議
会
の

承
認
を
経
て
、
建
設
に
着
工
し

た
。
時
代
背
景
は
異
な
る
が
、

70
億
円
と
は
、
そ
れ
だ
け
大
き

な
額
だ
と
考
え
て
い
る
。

問
　
報
道
や
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ

の
発
表
で
は
、
５
月
に
湘
南
ベ

ル
マ
ー
レ
か
ら
新
ス
タ
ジ
ア
ム

の
建
設
が
本
市
に
提
案
さ
れ
、

検
討
の
可
否
を
夏
ま
で
に
求
め

る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

の
過
程
は
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
か

ら
提
案
を
受
け
た
の
で
は
な
く

事
前
の
相
談
に
留
ま
っ
て
い
る

と
い
う
認
識
で
よ
い
か
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
事
前
相
談
と

い
う
言
葉
は
、
話
を
聞
い
た
際

に
、
先
方
か
ら
出
た
発
言
で
あ

る
た
め
、
そ
の
よ
う
に
受
け
止

め
て
い
る
。

問
　
事
前
相
談
の
段
階
だ
が
、

市
内
で
は
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
の

機
運
が
高
ま
る
一
方
、
市
民
が

戸
惑
う
状
況
が
続
い
て
い
る
。

そ
も
そ
も
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
の

問
題
の
本
質
は
、
ど
こ
に
あ
る

の
か
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
背
景
に
は
Ｊ

リ
ー
グ
の
ス
タ
ジ
ア
ム
基
準
が

あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
基
準
が
あ

り
、
そ
れ
ら
を
ク
リ
ア
す
る
に

は
巨
額
の
費
用
が
か
か
る
。
数

百
億
円
も
か
け
て
ス
タ
ジ
ア
ム

を
建
て
る
の
は
、
例
え
ば
都
道

府
県
や
政
令
市
、
大
企
業
が
ス

ポ
ン
サ
ー
に
な
っ
て
い
る
自
治

体
で
あ
れ
ば
可
能
か
も
し
れ
な

い
が
、
人
口
約
25
万
８
千
人
の

本
市
の
財
政
状
況
で
は
70
億
円

を
支
出
で
き
る
状
況
で
は
な

い
。
こ
れ
は
本
市
に
限
ら
ず
、

地
方
の
同
規
模
の
都
市
も
同
様

だ
と
思
う
。
日
本
に
は
Ｊ
リ
ー

グ
の
ス
タ
ジ
ア
ム
基
準
が
あ

り
、
そ
れ
を
地
方
都
市
と
チ
ー

ム
が
ど
の
よ
う
に
解
決
す
る
か

が
問
題
の
本
質
と
考
え
る
。

問
　
現
在
の
レ
モ
ン
ガ
ス
ス
タ

ジ
ア
ム
平
塚
の
設
備
の
老
朽
化

や
屋
根
の
問
題
、
ス
タ
ジ
ア
ム

の
入
場
者
数
な
ど
、
湘
南
ベ
ル

マ
ー
レ
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い

て
は
本
市
と
も
共
有
で
き
て
い

る
と
思
う
。
そ
の
上
で
、
レ
モ

ン
ガ
ス
ス
タ
ジ
ア
ム
平
塚
の
改

修
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

市
長
　
本
市
が
湘
南
ベ
ル
マ
ー

レ
に
対
し
て
支
援
を
行
っ
て
き

た
こ
と
は
議
会
で
も
認
め
て
も

ら
え
る
と
思
う
。
Ｊ
リ
ー
グ
の

ス
タ
ジ
ア
ム
基
準
に
合
わ
せ
た

建
設
を
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
が
望

み
、
本
市
が
行
政
と
し
て
ど
こ

ま
で
支
援
し
て
い
く
の
か
に
つ

い
て
は
問
題
が
あ
る
。
市
と
し

て
の
責
任
と
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ

が
取
り
組
む
方
向
性
に
つ
い
て

は
、
話
し
合
い
を
し
な
が
ら
検

討
を
進
め
、
レ
モ
ン
ガ
ス
ス
タ

ジ
ア
ム
平
塚
の
改
修
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
話
し
合
い
で
考
え

て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

病

院

経

営

問
　
団
塊
の
世
代
が
75
歳
に
達

す
る
２
０
２
５
年
を
前
に
、
総

合
診
療
科
の
増
強
が
必
要
と
考

え
る
が
見
解
を
伺
う
。

副
病
院
長
兼
事
務
局
長
　
さ
ま

ざ
ま
な
健
康
問
題
を
抱
え
る
患

者
に
対
し
て
、
総
合
的
な
医
療

を
提
供
す
る
総
合
診
療
科
の
医

師
は
、
救
急
搬
送
患
者
が
多
い

当
院
に
は
必
要
な
存
在
で
あ

る
。
一
方
、
総
合
診
療
科
を
志

す
医
師
が
全
国
的
に
少
な
く
、

募
集
は
し
て
い
る
が
専
従
医
師

の
配
置
は
で
き
て
い
な
い
。
今

後
進
展
す
る
高
齢
社
会
に
お
い

て
は
、
総
合
的
な
医
療
を
必
要

と
す
る
患
者
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
た
め
、
総
合
診
療
科
の
医

師
の
配
置
に
向
け
て
、
引
き
続

き
努
力
し
て
い
く
。

問
　
８
月
末
に
厚
生
労
働
省
が

公
表
し
た
人
口
動
態
統
計
の
速

報
値
で
は
、
今
年
上
期
の
出
生

数
が
前
年
同
期
と
比
べ
３
・
６

％
少
な
く
、
予
想
よ
り
も
早

く
、
少
子
化
に
歯
止
め
の
か
か

ら
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

小
児
周
産
期
医
療
は
市
民
病
院

の
柱
だ
が
、
病
院
経
営
強
化
プ

ラ
ン
を
下
方
修
正
す
る
必
要
に

つ
い
て
伺
う
。

副
病
院
長
兼
事
務
局
長
　
公
立

病
院
と
し
て
周
産
期
、
小
児
医

療
機
能
は
継
続
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
、
情
報

が
も
う
少
し
明
ら
か
に
な
り
、

修
正
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

状
況
に
な
っ
た
際
に
は
見
直
し

を
検
討
す
る
。

犯
罪
被
害
者
等
支
援

条
例
の
制
定
に
向
け
て

問
　
令
和
４
年
度
犯
罪
被
害
者

白
書
で
は
、
本
年
４
月
、
犯
罪

被
害
者
等
支
援
条
例
を
定
め
て

い
る
自
治
体
は
約
35
％
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
被
害
を
回
復
、

軽
減
し
、
平
穏
な
生
活
を
営
め

る
よ
う
支
援
す
る
施
策
の
実
施

な
ど
を
定
め
た
犯
罪
被
害
者
等

基
本
法
は
平
成
16
年
に
成
立

し
、
そ
の
責
務
が
自
治
体
に
も

あ
る
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
被

害
者
の
日
常
生
活
に
一
番
近
い

存
在
で
あ
る
自
治
体
と
し
て
、

条
例
の
制
定
が
求
め
ら
れ
る

が
、
本
市
の
見
解
を
伺
う
。

副
市
長
　
怪
我
な
ど
目
に
見
え

る
一
次
被
害
に
加
え
、
最
近
で

は
そ
の
後
に
発
生
す
る
精
神
的

シ
ョ
ッ
ク
や
経
済
的
負
担
、
周

囲
か
ら
の
心
無
い
言
動
な
ど
の

二
次
被
害
に
苦
し
め
ら
れ
る
こ

と
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
き
め
細
や
か
な
支
援
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。
本
市
と

し
て
は
、
法
の
趣
旨
を
踏
ま

え
、
被
害
者
や
そ
の
家
族
に
寄

り
添
っ
た
条
例
の
制
定
を
目
指

し
て
い
く
。

働
き
方
改
革

問
　
医
師
の
時
間
外
労
働
の
現

状
を
伺
う
。

副
病
院
長
兼
事
務
局
長
　
令
和

４
年
度
実
績
で
、
時
間
外
勤
務

が
年
間
９
６
０
時
間
を
超
え
る

医
師
は
14
人
で
あ
っ
た
。

問
　
医
師
の
負
担
軽
減
を
進
め

る
た
め
の
タ
ス
ク
シ
フ
ト
や
、

タ
ス
ク
シ
ェ
ア
の
進
捗
状
況
を

伺
う
。

副
病
院
長
兼
事
務
局
長
　
現

在
、
医
師
の
事
務
作
業
を
代
行

す
る
医
師
事
務
補
助
者
を
継
続

的
に
募
集
し
、
必
要
人
数
の
確

保
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
医

師
に
代
わ
っ
て
指
示
書
に
基
づ

き
、
特
定
さ
れ
た
医
療
行
為
を

行
え
る
特
定
行
為
看
護
師
を
養

成
し
、
増
員
で
き
る
体
制
の
構

築
を
進
め
て
い
る
。

問
　
厚
生
労
働
省
が
21
区
分
38

の
特
定
行
為
及
び
特
定
行
為
区

分
を
定
め
て
い
る
が
、
取
得
目

標
を
伺
う
。

副
病
院
長
兼
事
務
局
長
　
特
定

行
為
看
護
師
養
成
に
つ
い
て
は

院
内
で
の
研
修
制
度
を
整
備
し

て
い
る
。
研
修
に
は
医
師
な
ど

医
療
職
の
協
力
が
必
要
に
な

る
。
目
標
に
つ
い
て
は
状
況
を

見
な
が
ら
定
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

総
括

清
風
ク
ラ
ブ

　
本
市
議
会
で
は
議
案
へ
の
質
疑
と
、
市
政
な
ど
を
問
う
一
般
質

問
を
合
わ
せ
て
行
い
、
そ
れ
を
「
総
括
質
問
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
定
例
会
で
は
、
15
人
の
議
員
が
総
括
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
質
問
者
の
文
責
に
よ
り
質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

★
詳
し
い
質
問
内
容
は
、
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
長
に
問
う

諸
伏
　
清
児 

議
員

持
続
可
能
な
地
域
医
療
提
供
体
制

佐
藤
　
貴
子 

議
員

　議会では他自治体の先進事例を研究するため、行政視察を
実施しています。６月定例会で承認を得た次の委員会が、閉
会中に行政視察を行いました。

●富山県富山市…スマートシティ推進事業について
●群馬県高崎市…�高崎ブランド・シティプロモーション事業

（絶メシリストなど）について

総務経済常任委員会　（８月３日～８月４日）

●富山県高岡市…�高岡市中心市街地活性化基本計画について
●石川県金沢市…�公共交通（金沢ふらっとバス）について

都市建設常任委員会　（８月８日～８月９日）

●京都府京都市…動物愛護の取組について
●三重県伊賀市…重層的支援体制整備事業について

環境厚生常任委員会（７月27日～７月28日）

※�詳しい視察内容を記載した報告書は、市庁舎８階の議会図
書室や５階の市政情報コーナーでご覧いただけます。

行政視察の報告●委員会の活動●
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中
学
校
完
全
給
食
へ

問
　
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
及

び
中
学
校
の
給
食
受
入
施
設
の

整
備
状
況
と
今
後
の
予
定
、
昼

食
時
間
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長
　
現
在
新
た
な
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
は
躯
体
工
事
と
設

備
工
事
に
着
手
し
て
い
る
。
令

和
６
年
６
月
に
完
成
し
、
同
年

９
月
か
ら
供
用
開
始
の
予
定
で

あ
る
。
中
学
校
の
給
食
受
入
施

設
も
工
事
を
進
め
て
お
り
、
計

画
ど
お
り
全
校
が
整
備
完
了
の

予
定
で
あ
る
。
給
食
開
始
の
際

は
、
配
膳
な
ど
を
含
め
30
分
程

度
の
昼
食
時
間
が
必
要
と
な

り
、
現
在
、
学
校
給
食
運
営
委

員
会
で
昼
食
時
間
の
確
保
と
日

課
の
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
出
来
立
て
に
近
く
、
お
い

し
い
給
食
の
提
供
が
望
ま
れ
る

が
、
効
率
的
な
配
送
計
画
に
向

け
た
取
り
組
み
を
伺
う
。

教
育
長
　
調
理
後
２
時
間
以
内

の
喫
食
を
遵
守
し
、
配
膳
に
要

す
る
時
間
を
勘
案
し
、
食
器
と

給
食
を
別
々
に
配
送
す
る
２
段

階
配
送
を
予
定
し
て
い
る
。
今

後
、
中
学
校
の
日
課
の
調
整
結

果
に
合
わ
せ
、
配
送
計
画
を
決

定
し
て
い
く
。

問
　
確
か
な
衛
生
管
理
の
下
で

安
心
・
安
全
な
給
食
を
提
供
す

る
運
営
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
望

む
。
衛
生
管
理
の
構
築
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長
　
安
全
確
保
の
管
理
手

法
で
あ
る
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
実
施
の

た
め
の
計
画
を
事
業
者
が
作
成

し
、
市
が
確
認
を
す
る
。
稼
働

後
は
、
重
層
的
な
監
視
体
制
の

下
で
高
度
な
衛
生
管
理
を
維
持

し
て
い
く
。

問
　
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
に
つ
い

て
伺
う
。

教
育
長
　
現
在
小
学
校
給
食
で

運
用
し
て
い
る
平
塚
市
学
校
給

食
に
お
け
る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
改
定
し
、

小
中
学
校
共
通
し
た
運
用
と
す

る
。

問
　
米
飯
給
食
や
地
産
地
消
の

充
実
と
食
育
・
食
農
育
の
推
進

に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長
　
新
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
で
は
、
炊
飯
設
備
を
導
入

し
、
米
飯
給
食
の
回
数
を
週
４

回
程
度
に
増
や
す
。
平
塚
産
の

「
は
る
み
」
を
可
能
な
限
り
使

用
出
来
る
よ
う
、
納
入
元
と
協

議
を
進
め
、
地
場
産
食
材
に
つ

い
て
も
、
積
極
的
に
取
り
入
れ

て
い
く
。
食
育
・
食
農
育
の
推

進
だ
が
、
地
域
産
業
従
事
者
と

連
携
、
推
進
し
て
い
く
。

問
　
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で

の
災
害
時
の
対
応
を
伺
う
。

教
育
長
　
災
害
発
生
時
に
電
気

や
ガ
ス
が
使
用
不
可
能
の
場
合

で
も
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を
使
用

す
る
移
動
式
回
転
釜
に
よ
り
、

近
隣
住
民
へ
の
炊
き
出
し
を
行

う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
人
的

支
援
や
備
蓄
品
提
供
な
ど
事
業

者
か
ら
の
提
案
を
含
め
、
先
進

事
例
を
参
考
に
災
害
発
生
時
に

協
力
す
る
事
項
の
調
整
を
行

い
、
供
用
開
始
ま
で
に
災
害
協

定
の
締
結
を
す
る
予
定
で
あ

る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
確
か
な

学
力
の
育
成　

平
塚
市
総
合
浸

水
対
策
基
本
計
画

「
子
育
て
世
代
」
か
ら

選
ば
れ
る
ま
ち

須
藤
　
量
久 

議
員

湘
南
平
ト
イ
レ
の
早
期
改
修
を

黒
部
　
栄
三 

議
員

総務経済
　議案６案件は全て原案どおり可
決すべきものと決定しました。
○議案第71号　令和５年度平塚市
一般会計補正予算　
　農業振興費の担い手総合対策
事業について、中央ライスセン
ターは、令和６年３月までに受託
面積に対する従業員の確保が適切
にできる状況になっているのか伺
う。
　中央ライスセンターの受託面
積だが、現在、大規模受託をして
いるのが湘南ライスセンターと片
岡ライスセンターである。その間
の金田地区に中央ライスセンター
ができるので、現在、JA湘南の
受委託組織協議会と受託面積を調
整している。その中で、６年度に

ついては、金田地区で約16ヘク
タールを目標としている。従業員
が増える段階に対して、将来的に
は、できれば50ヘクタールくらい
を受け持つことを考えている。従
業員の確保については、現在、地
域の人や発起人にも声をかけて、
従業員を集めていると聞いてい
る。
　波力発電について、これまで
電池推進船やブルーカーボンな
ど、さまざまな成果があったと思
うが、実用化や商品化、商業化で
きたものがあるのか。
　波力発電の関連分野では、平
塚新港をフィールドとして提供し
たもので、水中のカメラロボット
や可搬型の双胴式無人艇が市内企
業や東京大学、市外の企業で開発
され、商品化されている。

都市建設
議案５案件は全て原案どおり可決
すべきものと決定しました。
○議案第71号　令和５年度平塚市
一般会計補正予算
　道路維持費の道路施設維持管
理事業について、市道全域８００
キロメートルを超える市道認定路
線に対して撮影した舗装道路の
AI解析を行うとのことだが、道
路点検システムの内容と期待され
る効果を伺う。
　公用車にスマートフォンを設
置して動画を撮影しながら走行
し、そのデータをAI解析するこ
とで路面の状態が分かるようにな
る。この調査によって市道全域８
００キロメートルの路面状況を把
握することが可能となり、概ね２

週間程度で調査を行うことがで
き、時間短縮効果が大きく見込ま
れると考えている。
○議案第77号　令和５年度平塚市
下水道事業会計補正予算
　公共下水道ポンプ場耐震長寿
命化対策事業の事業内容を伺う。
　近年、全国各地で豪雨などに
よる水害が発生し、各地で処理場
やポンプ場などの下水道施設も浸
水により機能停止するなどといっ
た被害を受けている。本市でも洪
水などから施設を守り、安定した
ポンプ場の運用を図るために施設
の耐水化、具体的にはポンプ場自
体の浸水対策を行うため、今回馬
入ポンプ場と徳延ポンプ場、東豊
田工業団地ポンプ場の３か所のポ
ンプ場の基本設計を行うものであ
る。

常任委員会の審査概要 今定例会に上程された議案は所管の常任委員会に付託して審査しました。
主な質疑を紹介します。

1面掲載写真を
募集しています

　市内に在住又は在勤・在学の方を対
象に、２月発行予定の議会だよりの１
面に掲載する写真を募集しています。
「冬」をテーマとした、平塚市の魅力を
収めた写真をご応募ください。
　詳しい応募方法などは、市議会ホー
ムページをご覧いただく
か、議会局までお問い合
わせください。
（議会局☎21－8791）

問
　
総
合
公
園
の
ト
イ
レ
は
令

和
元
年
度
に
改
修
が
終
わ
り
、

特
に
来
園
す
る
親
子
連
れ
に
好

評
で
あ
る
。
本
市
の
観
光
資
源

で
あ
る
湘
南
平
の
ト
イ
レ
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
湘
南
平
に
は

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
屋
内
ト
イ
レ

が
１
か
所
、
頂
上
エ
リ
ア
と
大

駐
車
場
に
そ
れ
ぞ
れ
屋
外
ト
イ

レ
が
１
か
所
、
子
供
の
森
に
仮

設
ト
イ
レ
が
１
か
所
設
置
さ
れ

て
い
る
。
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
内
の

ト
イ
レ
は
、
今
年
度
に
和
式
か

ら
洋
式
へ
変
更
し
、
快
適
性
が

向
上
し
た
と
考
え
て
い
る
。
屋

外
ト
イ
レ
は
い
ず
れ
も
設
置
後

30
年
以
上
が
経
過
し
、
老
朽
化

し
て
お
り
、
利
用
者
の
利
便
性

や
快
適
性
向
上
の
た
め
改
修
の

検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

問
　
湘
南
平
は
こ
れ
ま
で
樹
木

を
伐
採
し
て
眺
望
の
確
保
や
ベ

ン
チ
を
設
置
し
て
居
心
地
の
よ

い
空
間
づ
く
り
、
鍵
か
け
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
の
「
ａ
ｉ
ｎ
ｏ
ｗ

ａ
」
を
設
置
し
て
き
た
。
元
年

度
に
は
開
園
60
周
年
記
念
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
、
多
く
の
来
場
者

を
集
め
、
同
年
６
月
に
は
マ
ー

ケ
ッ
ト
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実

施
し
、
そ
の
結
果
を
基
に
、
再

整
備
計
画
を
作
成
し
た
が
、
そ

の
後
の
経
過
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
湘
南
平
は
景

色
を
楽
し
ん
だ
り
、
ハ
イ
キ
ン

グ
で
自
然
に
触
れ
る
な
ど
そ
れ

ぞ
れ
の
楽
し
み
方
が
あ
る
。

マ
ー
ケ
ッ
ト
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ

は
そ
れ
ら
も
加
味
し
な
が
ら
、

再
整
備
に
あ
た
っ
て
湘
南
平
の

あ
る
べ
き
姿
を
検
討
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
。

問
　
湘
南
平
は
総
合
公
園
に
次

ぐ
来
場
者
数
で
あ
る
。
工
夫
次

第
で
は
総
合
公
園
以
上
の
来
場

者
が
見
込
ま
れ
る
。
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
も
、
潜

在
能
力
を
秘
め
た
公
園
で
あ
る

が
、
現
状
の
ト
イ
レ
で
は
リ

ピ
ー
タ
ー
は
望
め
な
い
。
小
学

生
や
高
齢
者
も
利
用
す
る
た

め
、
ト
イ
レ
だ
け
で
も
早
期
に

改
修
す
べ
き
と
考
え
る
が
市
長

の
見
解
を
伺
う
。

市
長
　
湘
南
平
は
本
市
の
大
き

な
魅
力
の
一
つ
で
あ
る
。
ト
イ

レ
の
影
響
で
、
湘
南
平
の
イ

メ
ー
ジ
が
下
が
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
早
急
に
対
処
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
湘
南
平
と
し
て

は
再
整
備
計
画
も
含
め
、
よ
り

魅
力
化
す
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
る
。
改
修
は
、
ト
イ
レ
を
含

め
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
が
ん
撲

滅　

生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用　

投
票

率
向
上　

バ
ス
路
線
見
直
し

清風クラブ 所 属 議 員

野崎 審也 議員 片倉 章博 議員

坂間 正昭 議長 数田 俊樹 議員
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か
ら
約
３
年
が
経
過
し
、
こ
れ

ま
で
各
学
校
や
教
員
の
創
意
工

夫
に
よ
り
、
個
別
最
適
化
さ
れ

た
学
び
や
教
育
の
実
現
に
取
り

組
ん
で
き
た
と
認
識
し
て
い
る

が
、
今
後
の
更
な
る
活
用
に
対

す
る
見
解
を
伺
う
。

教
育
長
　
更
に
主
体
的
・
対
話

的
で
深
い
学
び
の
実
現
に
向
け

た
授
業
改
善
に
つ
な
げ
る
た

め
、
国
や
県
の
情
報
を
収
集

し
、
各
学
校
に
お
け
る
取
り
組

み
の
好
事
例
を
発
信
す
る
な

ど
、
夕
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
更
な

る
活
用
を
支
援
し
て
い
く
。
ま

た
、
授
業
以
外
で
の
活
用
の
一

つ
と
し
て
、
市
教
育
委
員
会
で

は
、
い
じ
め
を
含
め
た
さ
ま
ざ

ま
な
悩
み
の
早
期
発
見
・
早
期

対
応
の
た
め
、
児
童
生
徒
が
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
か
ら
相
談
す
る

こ
と
が
で
き
る
「
平
塚
市
子
ど

も
相
談
フ
ォ
ー
ム
」
を
構
築
し

た
。
今
後
、
各
学
校
で
児
童
生

徒
に
説
明
後
、
順
次
運
用
を
開

始
す
る
。

問
　
多
忙
化
す
る
学
校
現
場
に

お
い
て
、
教
員
の
働
き
方
改
革

や
業
務
負
担
軽
減
が
必
要
と
捉

え
て
い
る
。
働
き
方
改
革
に
向

け
た
取
り
組
み
を
伺
う
。

教
育
長
　
学
校
に
お
け
る
教
職

員
の
安
全
と
健
康
を
確
保
す
る

と
と
も
に
、
快
適
な
職
場
環
境

の
形
成
を
促
進
す
る
た
め
、
平

塚
市
立
学
校
教
職
員
安
全
衛
生

委
員
会
を
定
期
的
に
開
催
し
て

い
く
。
そ
の
中
で
、
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
効
果

を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
国
の

動
向
を
注
視
し
、
新
た
な
取
り

組
み
を
検
討
す
る
な
ど
今
後
も

学
校
の
働
き
方
改
革
を
推
進
し

て
い
く
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
中
学
校

完
全
給
食
の
実
施
に
向
け
た
現

状
と
今
後　

平
塚
市
幼
保
一
元

化
に
関
す
る
公
立
園
の
見
直
し

（
改
訂
版
）
に
基
づ
く
本
市
の

考
え
方

自
治
会
の
加
入
促
進
は

問
　
こ
の
数
年
間
の
自
治
会
加

入
率
の
推
移
と
、
県
内
で
の
加

入
率
は
何
番
目
か
伺
う
。

市
民
部
長
　
本
市
の
加
入
率
は

平
成
30
年
度
が
72
・
４
％
、
コ

ロ
ナ
禍
の
令
和
３
年
度
は
70

％
、
５
年
４
月
１
日
現
在
は

66
・
８
％
と
な
っ
て
お
り
、
各

市
の
最
新
デ
ー
タ
で
は
県
内
19

市
中
10
番
目
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
自
治
会
は
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
災
害
時
の
助

け
合
い
な
ど
を
担
っ
て
き
た
。

役
員
や
担
い
手
不
足
な
ど
も
課

題
で
あ
る
が
、
持
続
可
能
な
自

治
会
運
営
に
し
て
い
く
た
め
の

考
え
を
伺
う
。

市
民
部
長
　
社
会
状
況
が
変
化

し
従
来
ど
お
り
の
事
業
を
行
う

の
が
難
し
い
中
、
若
い
世
代
や

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
新
し
い
担

い
手
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

問
　
子
ど
も
食
堂
の
利
用
状
況

と
運
営
状
況
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
令
和
５

年
２
月
か
ら
、
委
託
先
の
法
人

が
食
事
の
提
供
や
相
談
支
援
を

毎
月
第
１
と
第
３
日
曜
日
に
実

施
し
、
利
用
者
は
７
月
末
現
在

で
延
べ
69
人
で
あ
る
。

問
　
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
の
現
在
の

状
況
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
５
年
２

月
か
ら
開
始
し
、
現
在
１
世
帯

が
利
用
し
て
い
る
ほ
か
１
世
帯

の
利
用
調
査
を
進
め
て
い
る
。

問
　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
し
て

把
握
し
て
い
る
人
数
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
８
月
末

時
点
で
は
44
人
で
あ
る
。

問
　
宅
配
に
よ
る
見
守
り
事
業

の
成
果
と
効
果
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
子
育
て

支
援
団
体
を
利
用
し
支
援
ニ
ー

ズ
の
高
い
子
ど
も
な
ど
が
い
る

世
帯
に
弁
当
を
届
け
、
生
活
状

況
の
把
握
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
家
庭
を
直
接
訪
問
す
る
こ

と
で
、
支
援
ニ
ー
ズ
の
高
い
子

ど
も
を
見
守
る
体
制
の
強
化
が

図
ら
れ
、
少
し
ず
つ
だ
が
家
庭

の
状
況
改
善
に
も
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
た
と
考
え
る
。

問
　
学
校
関
係
や
関
係
機
関
と

の
連
携
に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
平
塚
市

児
童
虐
待
防
止
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
協
議
会
と
、
庁
内
14
課
で
構

成
す
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援

推
進
会
議
を
活
用
し
て
連
携
を

進
め
て
い
る
。

老

老

介

護 

す
る
側
の
支
援
も

問
　
介
護
者
が
要
介
護
者
を
殺

害
す
る
事
件
が
後
を
絶
た
な
い

る
こ
と
で
、
多
く
の
人
が
ま
ち

を
訪
れ
、
集
ま
っ
た
人
た
ち
が

く
つ
ろ
ぎ
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的

に
合
わ
せ
て
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
ま
ち
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が

ら
将
来
構
想
の
策
定
を
進
め
て

い
る
。

問
　
市
長
は
所
信
表
明
で
重
点

課
題
や
取
り
組
む
べ
き
大
き
な

柱
に
子
育
て
支
援
を
掲
げ
た
。

子
育
て
を
取
り
巻
く
環
境
や

ニ
ー
ズ
は
多
様
化
・
複
雑
化
し

て
お
り
、
よ
り
柔
軟
な
子
育
て

環
境
の
構
築
と
施
策
の
展
開
が

必
要
と
考
え
る
。
今
ま
で
以
上

に
子
育
て
世
帯
の
満
足
度
を
上

げ
、
よ
り
安
心
し
て
子
育
て
が

出
来
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に

子
育
て
施
策
に
取
り
組
み
、
進

化
さ
せ
る
の
か
伺
う
。

市
長
　
小
児
医
療
費
助
成
は
所

得
制
限
を
撤
廃
し
18
歳
ま
で
拡

大
す
る
。
ま
た
、
産
後
パ
パ
育

休
の
拡
大
を
働
き
か
け
、
も
う

一
人
子
ど
も
が
欲
し
い
家
族
を

応
援
す
る
。
保
育
所
な
ど
で
は

待
機
児
童
対
策
や
手
ぶ
ら
保
育

の
推
進
、
配
慮
が
必
要
な
児
童

の
受
入
れ
支
援
に
取
り
組
む
。

６
年
９
月
に
は
中
学
校
完
全
給

食
を
開
始
す
る
な
ど
、
引
き
続

き
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
魅

力
あ
る
環
境
を
整
え
て
い
く
。

学
校
教
育
の 

現
状
と
今
後

問
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
導
入
開
始

市
長
に
問
う

問
　
令
和
４
年
度
は
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
を
見
据
え
な
が
ら
経
済
を

回
し
、
コ
ロ
ナ
対
策
も
万
全
に

行
い
な
が
ら
の
市
政
運
営
や
財

政
運
営
と
な
り
、
よ
り
一
層
の

工
夫
が
必
要
と
な
っ
た
１
年
で

あ
っ
た
。
総
体
的
な
取
り
組
み

と
、
ど
の
よ
う
な
歳
入
確
保
策

に
取
り
組
ん
だ
の
か
伺
う
。

市
長
　
国
や
県
と
密
接
に
連
携

し
て
情
報
収
集
を
し
、
国
県
補

助
金
な
ど
を
活
用
し
た
ほ
か
、

債
権
徴
収
の
推
進
や
未
利
用
地

な
ど
の
売
却
も
進
め
、
更
な
る

確
保
策
に
も
取
り
組
ん
だ
。
歳

出
で
は
、
よ
り
一
層
の
行
財
政

改
革
に
取
り
組
み
、
ワ
イ
ズ
ス

ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
全
体
最
適
の

考
え
方
を
徹
底
し
、
真
に
必
要

な
施
策
に
財
源
を
集
中
し
、
安

定
し
た
持
続
可
能
な
財
政
運
営

に
つ
な
げ
ら
れ
た
と
考
え
て
い

る
。

問
　
６
年
度
策
定
予
定
の
駅
周

辺
地
区
将
来
構
想
に
向
け
た
第

一
弾
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と

し
て
５
年
７
月
か
ら
平
塚
市
敷

地
共
同
化
推
進
事
業
支
援
制
度

が
開
始
さ
れ
た
。
支
援
制
度
を

実
施
し
、
最
終
的
な
ま
ち
の
姿

を
ど
の
よ
う
に
イ
メ
ー
ジ
し
て

い
る
の
か
伺
う
。

市
長
　
将
来
の
駅
周
辺
地
区
の

イ
メ
ー
ジ
は
こ
れ
か
ら
の
駅
周

辺
に
求
め
ら
れ
る
滞
留
や
交
流

に
資
す
る
機
能
な
ど
を
配
置
す

が
、
介
護
者
の
支
援
体
制
を
充

実
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

福
祉
部
長
　
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
支
援
を
目
的
に
、
包

括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
支
援
に
取
り
組
み
、
個
別

指
導
や
相
談
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
地
域
で
は
、自
治
会
や
地

区
社
協
な
ど
で
構
成
す
る
地
域

ケ
ア
会
議
を
設
置
し
、
地
域
で

の
課
題
解
決
や
介
護
者
の
異
変

に
気
付
け
る
支
援
体
制
の
充
実

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

金
目
川
水
系
を 

安
心
・
安
全
に

問
　
令
和
３
年
７
月
３
日
に
大

雨
が
降
り
、
金
目
川
周
辺
で
氾

濫
が
発
生
し
「
緊
急
安
全
確

保
」
が
全
国
で
初
め
て
発
令
さ

れ
た
。
そ
の
後
も
大
雨
が
降
る

た
び
に
不
安
を
抱
え
て
暮
ら
す

多
く
の
市
民
が
い
る
。
金
目
川

水
系
の
安
心
・
安
全
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。　

土
木
部
長
　
金
目
川
水
系
の
河

川
整
備
は
河
川
管
理
者
で
あ
る

県
に
よ
り
進
め
ら
れ
て
い
る
。

河
川
内
に
堆
積
し
た
土
砂
の
撤

去
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
も
金

目
川
で
は
唐
ケ
原
や
長
持
、
入

野
地
区
な
ど
、
鈴
川
で
は
岡
崎

地
区
、
渋
田
川
で
は
西
真
土
二

丁
目
な
ど
で
実
施
す
る
と
聞
い

て
い
る
。

問
　
金
目
川
の
内
水
氾
濫
対
応

は
水
害
を
予
防
す
る
大
事
な
肝

で
あ
る
。
対
策
に
向
け
た
市
長

の
決
意
を
伺
う
。

市
長
　
早
期
に
解
決
し
な
け
れ

ば
住
民
に
と
っ
て
は
大
き
な
脅

威
が
続
く
。
県
に
対
し
て
は

し
っ
か
り
と
対
応
す
る
よ
う
強

く
要
望
し
て
い
く
。

市
営
岡
崎
住
宅
跡
地

問
　
跡
地
の
利
活
用
に
対
す
る

取
り
組
み
と
今
後
の
進
め
方
を

伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
跡
地
の
利
活

用
は
、「
未
利
用
地
等
の
利
活

用
基
本
方
針
」
に
則
り
、
公
共

性
や
市
場
性
、
立
地
の
特
性
な

ど
の
視
点
か
ら
総
合
的
に
判
断

す
る
と
し
て
い
る
。
現
時
点
で

は
行
政
目
的
で
の
利
用
予
定
は

な
く
、
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市

場
調
査
の
結
果
、
学
校
に
隣
接

し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
住
宅

用
地
と
し
て
売
却
を
行
う
方
向

で
検
討
を
進
め
、
売
却
可
能
性

調
査
な
ど
業
務
の
委
託
を
行
っ

て
い
る
。

問
　
今
後
の
利
活
用
に
つ
い
て

は
、
地
元
自
治
会
長
か
ら
の
意

見
も
踏
ま
え
て
検
討
す
る
の
か

伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
委
託
業
務
の

結
果
を
踏
ま
え
て
売
却
の
方
向

性
を
決
め
て
い
く
こ
と
で
進
め

て
い
る
。
売
却
の
方
向
性
、
市

の
考
え
方
を
ま
と
め
た
段
階
で

地
域
へ
説
明
を
行
う
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
広
域
的

な
幹
線
道
路
の
渋
滞
に
つ
い
て

　

平
塚
市
地
球
温
暖
化
対
策
に

つ
い
て

湘
南
フ
ォ
ー
ラ
ム

湘南フォーラム 所 属 議 員

出村 光 議員 小泉 春雄 議員

生
活
・
暮
ら
し
の
向
上
と
、

更
な
る
ま
ち
の
前
進
に
向
け
て

久
保
田 

聡 

議
員

人
に
や
さ
し
い
、
生
活
環
境
を

府
川
　
正
明 

議
員

安
心
・
安
全
・
快
適
な
ま
ち
へ

山
原
　
栄
一 

議
員

　議会には、議員の調査研究のた
め、図書室の設置が法律により義務
付けられています。
　本市議会では、開かれた議会とす
るため、平塚市庁舎本館８階の議場
前の開放したスペースに議会図書室
を設け、市民・議会・行政が共同で
利用できる環境をつくりました。

議会図書室のご案内

　９月定例会の会議
録は11月下旬から公
開します。市議会
ホームページなどで
もご覧になれます。

会議録は11月下旬に公開
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問
　
平
塚
駅
西
口
前
の
老
朽
化

し
て
い
た
ベ
ン
チ
が
修
繕
さ
れ

た
。
ゆ
っ
た
り
座
れ
る
木
製
ベ

ン
チ
は
人
気
が
あ
り
、
親
子
が

く
つ
ろ
い
で
い
る
姿
も
見
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
ベ
ン
チ
を
増

や
せ
ば
駅
周
辺
の
賑
わ
い
に
も

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長
　
駅
西
口
前
の
ベ
ン
チ

は
、
老
朽
化
が
進
ん
だ
た
め
新

た
に
誰
も
が
使
い
や
す
い
ベ
ン

チ
と
し
て
修
繕
し
た
。
駅
周
辺

や
文
化
ゾ
ー
ン
の
公
園
の
ベ
ン

チ
も
、
老
朽
化
な
ど
で
修
繕
す

る
場
合
は
、
誰
も
が
使
い
や
す

い
ベ
ン
チ
に
更
新
し
て
い
く
。

ま
た
、
商
店
街
団
体
が
管
理
す

る
ベ
ン
チ
の
修
繕
は
、
設
置
者

に
働
き
か
け
て
い
く
。

保
育
所
の
死
亡
事
故 

人
員
配
置
増
で
防
げ

問
　
市
内
認
可
保
育
所
で
の
死

亡
事
故
後
、
検
証
委
員
会
を
５

年
以
上
設
置
し
な
か
っ
た
。
直

ち
に
設
置
す
る
よ
う
改
善
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
重
大
事
故
が
発
生
し
た

際
に
は
速
や
か
に
検
証
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
早
期
に
再
発
防

止
策
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
改
善
し
た
。

問
　
保
育
士
の
増
員
を
考
え
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
人
の
配

置
は
簡
単
に
で
き
な
い
。
早
急

に
対
応
で
き
る
方
法
と
し
て
、

今
回
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
。

市
長
さ
ん
、子
ど
も
の 

声
を
直
接
聞
い
て

問
　
公
立
園
の
民
営
化
や
統
廃

合
を
行
お
う
と
し
て
い
る
が
、

ひ
ば
り
幼
稚
園
の
卒
園
生
か
ら

「
幼
稚
園
で
大
事
に
し
て
も

ら
っ
た
か
ら
今
の
自
分
が
あ

る
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ

る
。
市
長
も
直
接
子
ど
も
た
ち

か
ら
話
を
聞
い
て
は
ど
う
か
。

市
長
　
機
会
が
あ
れ
ば
話
を
聞

く
こ
と
も
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い

が
、
ほ
か
の
幼
稚
園
や
保
育
園

も
い
ろ
い
ろ
と
努
力
を
し
て
い

る
。
市
長
の
立
場
か
ら
は
ひ
ば

り
幼
稚
園
だ
け
を
特
別
視
す
る

こ
と
は
難
し
い
。

湘
南
海
岸
公
園 

龍
城
ケ
丘
ゾ
ー
ン
整
備 

・
管
理
運
営
事
業

問
　
県
警
に
対
し
て
、
国
道
１

３
４
号
か
ら
公
園
駐
車
場
に
入

る
た
め
の
右
折
車
線
設
置
を
嘆

願
す
る
資
料
を
提
出
し
た
が
、

こ
の
資
料
に
は
公
園
駐
車
場
に

渋
滞
対
策
の
た
め
に
誘
導
員
を

配
置
す
る
な
ど
の
対
策
を
講
じ

て
も
慢
性
的
な
渋
滞
が
起
き
る

場
合
、
右
折
車
線
の
在
り
方
を

総
合
的
に
見
直
す
と
あ
る
。
市

外
来
場
者
向
け
の
駐
車
場
確
保

と
、
そ
の
た
め
の
右
折
車
線
設

置
が
い
か
に
重
要
か
よ
く
伝

わ
っ
て
く
る
が
、
巨
大
駐
車
場

整
備
の
た
め
に
樹
林
帯
が
伐
採

さ
れ
、
風
害
や
塩
害
、
交
通
渋

滞
の
負
担
を
受
け
る
海
岸
沿
い

近
隣
住
民
や
自
治
会
に
対
し
て

配
慮
す
る
文
言
は
な
か
っ
た
。

「
駐
車
場
を
造
り
た
い
」
と
い

う
思
い
だ
け
が
先
行
し
、
住
民

及
び
自
治
会
を
置
き
去
り
に
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長
　
渋
滞
が
発
生

す
れ
ば
近
隣
住
民
に
も
影
響
が

及
ぶ
が
、
渋
滞
が
発
生
し
な
い

よ
う
な
計
画
に
な
っ
て
い
る
。

問
　
公
園
駐
車
場
に
つ
な
が
る

通
路
は
市
道
と
な
っ
た
が
、
都

市
公
園
法
で
は
公
園
内
に
何
を

造
っ
て
も
い
い
わ
け
で
は
な

く
、「
公
園
施
設
一
覧
」
に
基

づ
き
施
設
を
定
め
る
必
要
が
あ

る
。
こ
の
市
道
部
分
は
公
園
施

設
の
何
に
あ
た
る
の
か
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
都
市
公
園
法

上
の
公
園
施
設
に
位
置
づ
け
る

必
要
性
も
含
め
て
整
理
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問
　
こ
の
ま
ま
事
業
を
進
め
た

ら
、
市
長
が
被
告
と
し
て
訴
え

ら
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
計
画

を
き
ち
ん
と
見
直
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長
　
法
律
と
齟
齬
が
な
い
よ

う
進
め
て
い
き
た
い
。

問
　
本
市
独
自
の
物
価
高
騰
対

策
や
緊
急
支
援
金
施
策
を
講
じ

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

企
画
政
策
部
長
　
今
後
、
国
が

講
じ
て
い
る
支
援
策
の
動
向
や

物
価
高
騰
が
市
民
生
活
に
与
え

る
影
響
を
注
視
し
な
が
ら
、
必

要
な
対
策
を
見
極
め
て
い
く
。

問
　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
始
ま

れ
ば
売
上
１
千
万
円
以
下
の
個

人
や
零
細
事
業
者
は
更
な
る
窮

地
に
追
い
や
ら
れ
る
。
適
用
と

な
る
市
内
事
業
者
数
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
は
国
の
所
管
の
た
め
、
適

用
と
な
る
市
内
事
業
者
数
は
把

握
し
て
い
な
い
。

問
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
働
く
人
も
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

の
対
象
と
聞
い
て
い
る
が
対
象

に
な
る
の
か
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
生
き
が
い
事

業
団
の
会
員
も
個
人
事
業
主
の

対
象
に
な
る
。
そ
こ
が
市
の
課

題
で
あ
り
、
国
で
も
イ
ン
ボ
イ

ス
閣
僚
会
議
な
ど
の
開
催
の
動

き
も
あ
る
。
動
向
を
注
視
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
路
線
バ
ス
の
運
賃
が
今
年

７
月
か
ら
大
幅
値
上
げ
に
な
っ

た
が
、
バ
ス
利
用
者
へ
の
支
援

策
を
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
バ
ス
事
業
者

が
実
施
し
て
い
る
各
種
割
引
制

度
の
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
を

は
じ
め
、
公
共
交
通
利
用
促
進

な
ど
に
向
け
た
地
域
説
明
会
や

回
覧
な
ど
で
紹
介
し
て
い
る
。

問
　
地
域
循
環
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
運
行
へ
の
見
解
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
公
共
交
通
の

利
用
促
進
と
地
域
内
交
通
の
整

備
に
関
す
る
手
引
き
を
用
い
て

各
地
域
で
説
明
会
を
開
催
し
、

地
域
特
性
や
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
の
導
入

を
地
域
と
検
討
し
て
い
る
。

問
　
今
回
の
物
価
高
騰
は
災
害

級
で
、
財
政
調
整
基
金
の
目
的

の
一
つ
は
災
害
対
応
で
あ
る
。

12
万
世
帯
に
３
万
円
を
給
付
し

て
も
36
億
円
、
４
万
円
の
給
付

で
も
48
億
円
で
で
き
る
。
財
政

調
整
基
金
を
市
民
の
困
窮
対
策

に
充
て
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

企
画
政
策
部
長
　
財
政
調
整
基

金
に
限
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
財

源
確
保
策
か
ら
効
率
的
、
効
果

的
な
方
策
を
検
討
し
て
対
応
し

て
い
き
た
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド 

に
係
る
進
捗
と
課
題

問
　
紙
の
健
康
保
険
証
廃
止
に

対
す
る
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

デ
ジ
タ
ル
推
進
担
当
部
長
　
国

の
施
策
で
あ
り
、
そ
の
方
針
に

基
づ
き
、
着
実
に
事
務
を
進
め

る
立
場
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

問
　
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
巡
る
ト

ラ
ブ
ル
が
続
出
す
る
中
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
た
印

鑑
証
明
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

は
時
期
尚
早
で
は
な
い
か
。

デ
ジ
タ
ル
推
進
担
当
部
長
　
今

議
会
に
上
程
し
た
「
平
塚
市
印

鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
は
、
国
の
シ
ス
テ
ム
運
用

開
始
後
、
利
用
希
望
者
へ
速
や

か
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
う
た

め
の
も
の
で
あ
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　（
仮
称
） 

次
期
平
塚
市
総
合
計
画　

湘
南

ひ
ら
つ
か
花
火
大
会

問
　
令
和
５
年
３
月
議
会
で
、

Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
１
１
９
の
導
入
に
当

た
っ
て
は
、
導
入
事
例
を
参
考

に
研
究
を
継
続
す
る
と
答
弁
し

て
い
た
が
、
そ
の
後
の
研
究
内

容
と
導
入
予
定
を
伺
う
。

消
防
長
　
本
年
５
月
に
通
信
指

令
員
を
対
象
に
研
修
会
を
開
催

す
る
な
ど
、
調
査
・
研
究
を
進

め
て
お
り
、
引
き
続
き
当
該
シ

ス
テ
ム
に
期
待
で
き
る
効
果
や

運
用
面
で
の
課
題
分
析
を
進

め
、
実
証
試
験
実
施
後
に
導
入

の
是
非
を
判
断
し
た
い
。

問
　
指
令
セ
ン
タ
ー
が
被
災
し

て
業
務
継
続
が
不
可
能
と
な
っ

た
場
合
で
も
、
被
害
が
少
な
い

署
へ
装
置
の
一
部
を
持
ち
出

し
、
設
置
す
る
こ
と
で
１
１
９

番
の
業
務
継
続
を
可
能
と
す
る

可
搬
型
指
令
シ
ス
テ
ム
の
導
入

に
つ
い
て
伺
う
。

消
防
長
　
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

が
あ
る
本
庁
舎
は
耐
震
安
全
性

の
確
保
と
免
震
構
造
を
備
え
て

い
る
が
、
想
定
以
上
の
災
害
発

生
を
考
え
、
導
入
事
例
を
参
考

に
調
査
研
究
し
て
い
く
。

内
密
相
談
セ
ン
タ
ー
を 

平

塚

で

問
　
思
い
が
け
な
い
妊
娠
な
ど

の
悩
み
を
匿
名
で
も
サ
ポ
ー
ト

す
る
妊
娠
内
密
相
談
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
県
は
匿

名
相
談
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
に
も

対
応
で
き
る
相
談
窓
口
と
し
て

「
妊
娠
Ｓ
Ｏ
Ｓ
か
な
が
わ
」
を

開
設
し
て
お
り
、
当
事
者
が
必

要
と
す
る
情
報
を
適
切
に
届
け

ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

平
塚
市
か
ら 

始
め
る
育
休

問
　
千
葉
市
は
92
・
３
％
の
育

休
取
得
率
で
、
そ
の
要
因
は
、

育
休
を
取
得
し
な
い
理
由
を
尋

ね
る
こ
と
で
あ
る
。
本
市
で
も

取
得
し
な
い
理
由
を
尋
ね
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
か
。

総
務
部
長
　
機
会
を
捉
え
て
取

得
し
な
い
理
由
の
聴
取
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

し
ら
さ
ぎ
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

物
価
高
騰
で
生
活
困
窮

貧
困
対
策
の
拡
充
を端

　
文
昭 

議
員

　目の不自由な方に市議会の活動を
お伝えするため、議会だよりの内容
を朗読した「声の議会だより」を発
行しています。また、点字版も発行
しています。
　ご希望の方は議会
局までご連絡くださ
い。

問い合わせ
議会局� ☎21-8791

声や点字の
議会だより

Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
１
１
９
と

可
搬
型
指
令
シ
ス
テ
ム
の
導
入

元
島
　
　
新 

議
員

ま
ち
な
か
に

「
親
子
ベ
ン
チ
」
を
増
や
そ
う

江
口
　
友
子 

議
員

市議会ホームページの会議録
検索では、日程や発言者など
から簡単に検索することがで
きます。

会議録検索のご利用を

熊本市消防局司令センターでＬｉｖｅ
１１９の講習受講

所 属 議 員
しらさぎ・無所属クラブ

渡部 亮 議員 臼井 照人 議員

野宿者対策で鉄製の突起物を付けていた

ベンチ中央にあった突起物も無くなり、きれいに
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公
明
ひ
ら
つ
か

識
し
て
い
る
。
現
在
、
障
が
い

福
祉
課
に
お
い
て
、
ユ
ニ
ボ
イ

ス
の
コ
ー
ド
生
成
ソ
フ
ト
を
試

行
導
入
し
、
音
声
コ
ー
ド
変
換

や
再
生
機
能
を
確
認
す
る
と
と

も
に
、
効
果
的
な
運
用
に
つ
い

て
検
証
を
し
て
い
る
。
各
種
通

知
文
へ
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

こ
の
検
証
を
踏
ま
え
て
、
ま
ず

は
障
が
い
福
祉
課
で
の
利
用
を

開
始
し
、
そ
の
状
況
を
考
慮
し

て
庁
内
で
の
利
用
を
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
地
図
を
見
ら
れ
な
い
視
覚

障
が
い
者
が
ハ
ザ
ー
ド
情
報
を

得
る
た
め
の
方
法
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
配
慮
を
し
て
い
る

か
伺
う
。

市
長
　
印
刷
物
、
画
像
デ
ー
タ

と
も
に
、
視
覚
障
が
い
者
に
地

図
デ
ー
タ
を
使
っ
て
災
害
リ
ス

ク
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
難
し
い

た
め
、
窓
口
で
直
接
聞
き
取
り

を
し
、
情
報
を
伝
え
る
方
法
を

と
っ
て
い
る
。

問
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
Ｇ
Ｐ

Ｓ
機
能
を
使
い
、
現
在
位
置
や

周
辺
の
リ
ス
ク
状
況
、
避
難
所

ま
で
の
道
案
内
な
ど
、
音
声
で

情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

「
耳
で
聴
く
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
と
い
う
ア
プ
リ
が
あ
る

が
、
導
入
に
つ
い
て
の
見
解
を

伺
う
。

市
長
　
視
覚
障
が
い
者
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
普
及
率
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
や
、
音
声

デ
ー
タ
を
読
み
上
げ
る
「
耳
で

情
報
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル 

デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

問
　
点
字
が
読
め
る
視
覚
障
が

い
者
は
全
体
の
約
１
割
だ
が
、

市
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
紙
媒
体

に
よ
る
通
知
や
ウ
ェ
ブ
上
の
文

字
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
つ
い

て
市
は
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て

い
る
の
か
伺
う
。

市
長
　
紙
媒
体
に
よ
る
通
知

は
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
居

宅
介
護
で
代
読
や
代
筆
を
提
供

し
て
い
る
。
ま
た
、
家
族
に
代

読
を
し
て
も
ら
う
な
ど
の
手
段

で
情
報
を
得
て
い
る
も
の
と
把

握
し
て
い
る
。
ウ
ェ
ブ
ア
ク
セ

ス
に
つ
い
て
は
、
紙
媒
体
と
同

様
の
代
読
の
ほ
か
、
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
の
文
字
情
報
を
読
み
上
げ

る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
利
用
に
よ

り
、
情
報
を
取
得
し
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。

問
　
視
覚
障
が
い
者
な
ど
へ
の

文
字
情
報
ア
ク
セ
ス
支
援
と
し

て
、
通
知
内
容
を
音
声
に
変
換

す
る
ユ
ニ
ボ
イ
ス
と
呼
ば
れ
る

切
手
サ
イ
ズ
の
音
声
コ
ー
ド
が

あ
る
。
ユ
ニ
ボ
イ
ス
の
認
識
と

各
種
通
知
文
に
導
入
す
る
こ
と

に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

市
長
　
文
字
を
音
声
と
し
て
再

生
す
る
機
能
は
、
視
覚
障
が
い

者
な
ど
の
文
字
情
報
の
取
得
に

有
効
で
あ
り
、「
障
害
者
情
報

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
策
推
進
法
」

の
基
本
理
念
に
沿
う
も
の
と
認

聴
く
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
が
開

発
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
音
声
に

よ
る
ハ
ザ
ー
ド
リ
ス
ク
を
知
ら

せ
る
仕
組
み
を
早
期
に
導
入
で

き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

認
知
症
施
策
に
つ
い
て

問
　
令
和
５
年
６
月
「
共
生
社

会
の
実
現
を
推
進
す
る
た
め
の

認
知
症
基
本
法
」
が
成
立
し
た

が
、
本
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
認
知

症
支
援
策
に
ど
う
反
映
さ
れ
る

の
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
で
き
る
の
か
伺
う
。

福
祉
部
長
　
こ
れ
ま
で
も
国
の

認
知
症
施
策
推
進
大
綱
に
基
づ

き
、
さ
ま
ざ
ま
な
認
知
症
施
策

を
先
進
的
に
行
っ
て
お
り
、
法

の
成
立
に
よ
る
大
き
な
変
化
は

な
い
と
考
え
て
い
る
が
、
国
や

地
方
公
共
団
体
、
国
民
の
責
務

が
定
め
ら
れ
る
な
ど
法
的
な
担

保
が
で
き
た
こ
と
か
ら
、
医
療

や
福
祉
の
関
係
団
体
だ
け
で
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
団
体

に
対
し
協
力
・
連
携
が
求
め
や

す
い
状
況
が
生
ま
れ
、
現
在

行
っ
て
い
る
政
策
が
進
め
や
す

く
な
る
こ
と
や
、
発
展
す
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。

問
　
若
い
世
代
へ
の
バ
ー
チ
ャ

ル
リ
ア
リ
テ
ィ
を
活
用
し
た
普

及
啓
発
や
小
中
学
校
で
の
認
知

症
授
業
の
考
え
方
を
伺
う
。

福
祉
部
長
　
小
中
学
校
で
の
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の

実
施
や
、
親
子
向
け
の
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
実
施

に
よ
り
普
及
啓
発
を
進
め
て
お

り
、
更
に
内
容
の
充
実
を
図
っ

て
い
く
。
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ

テ
ィ
を
活
用
し
た
認
知
症
体
験

に
つ
い
て
は
、
今
後
小
中
学
生

の
体
験
に
つ
い
て
、
導
入
が
可

能
か
検
討
を
進
め
て
い
き
た

い
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
持
続
可

能
な
地
域
医
療
体
制
の
確
保
に

つ
い
て　

迅
速
な
罹
災
証
明
書

の
発
行
に
つ
い
て

問
　
令
和
5
年
６
月
に
「
空
家

等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別

措
置
法
」
が
改
正
さ
れ
た
。
本

市
の
空
家
等
対
策
計
画
へ
ど
の

よ
う
に
反
映
す
る
の
か
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長
　
国
か

ら
公
表
さ
れ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
改
正
内
容
な
ど
を
踏
ま
え
、

平
塚
市
空
家
等
対
策
協
議
会
の

意
見
も
聞
き
、
再
改
定
な
ど
を

検
討
し
て
い
く
。

問
　
放
置
状
態
に
な
っ
て
い
る

空
家
の
対
応
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長
　
所
有

者
に
現
地
調
査
の
状
況
写
真
な

ど
を
添
え
た
文
書
を
送
付
し
、

対
応
、
是
正
を
お
願
い
し
て
い

る
。
所
有
者
と
連
絡
が
取
れ
た

空
家
に
つ
い
て
は
、
定
期
巡
回

で
状
況
を
確
認
し
て
い
る
。

問
　
空
家
バ
ン
ク
の
活
用
に
つ

い
て
、
専
門
家
も
入
れ
て
、
地

域
の
特
性
を
活
か
し
た
マ
ッ
チ

ン
グ
が
で
き
な
い
の
か
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長
　
空
家

物
件
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る

特
性
が
あ
る
た
め
、
関
係
団
体

や
、
自
治
会
、
地
区
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
な
ど
と
も
連
携
し
、

空
家
バ
ン
ク
が
機
能
す
る
よ
う

努
め
て
い
き
た
い
。

帯
状
疱
疹
予
防 

ワ
ク
チ
ン
公
費
助
成 

に

向

け

て

問
　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
は
国

の
定
期
接
種
対
象
で
は
な
い
た

め
費
用
が
高
額
に
な
る
。
助
成

を
導
入
す
る
自
治
体
が
増
え
て

い
る
が
、本
市
の
見
解
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
定
期
予

防
接
種
導
入
に
つ
い
て
、
国
で

安
全
性
や
効
果
な
ど
の
検
討
が

行
わ
れ
て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン
の

公
費
接
種
は
国
が
統
一
し
た
制

度
を
実
施
す
る
こ
と
が
望
ま
し

問
　
福
祉
有
償
運
送
は
通
院
や

レ
ジ
ャ
ー
な
ど
を
目
的
に
、
概

ね
タ
ク
シ
ー
の
半
額
程
度
で
高

齢
者
が
利
用
で
き
る
送
迎
サ
ー

ビ
ス
で
あ
る
。
周
知
に
関
す
る

取
り
組
み
状
況
を
伺
う
。

副
市
長
　
対
象
者
に
は
関
連
窓

口
で
の
案
内
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
公
共
施
設
で
配
架
し
て
い

る
チ
ラ
シ
な
ど
で
周
知
し
て
い

る
。
今
後
は
高
齢
者
施
設
へ
の

情
報
提
供
な
ど
、
よ
り
一
層
の

周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問
　
事
業
継
続
・
発
展
の
た
め

に
は
、
担
い
手
の
育
成
が
必
要

で
あ
る
。
福
祉
有
償
運
送
の
認

定
ド
ラ
イ
バ
ー
講
習
費
用
を
市

が
負
担
す
る
考
え
を
伺
う
。

副
市
長
　
福
祉
有
償
運
送
は
、

移
動
制
約
者
に
と
っ
て
有
効
な

移
動
手
段
で
あ
り
、
持
続
可
能

な
取
り
組
み
に
な
る
よ
う
支
援

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
今
後

は
事
業
を
取
り
巻
く
社
会
状
況

や
事
業
者
の
声
を
踏
ま
え
、
認

定
ド
ラ
イ
バ
ー
講
習
の
補
助
を

含
め
、
事
業
者
へ
の
支
援
策
を

検
討
す
る
。

問
　
本
市
の
公
共
交
通
は
駅
を

中
心
に
乗
り
換
え
を
す
る
が
、

こ
れ
は
健
常
者
の
考
え
で
あ

る
。
海
岸
地
域
で
は
市
民
病
院

に
直
接
行
き
た
い
と
の
声
が
多

く
あ
る
が
、
本
市
の
考
え
を
伺

う
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長
　
ま
ず

は
現
状
の
交
通
網
を
維
持
す
る

の
が
第
一
で
あ
り
、
現
在
の
交

通
網
を
補
完
す
る
形
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
乗
り
合
い

タ
ク
シ
ー
、
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー

モ
ビ
リ
テ
ィ
な
ど
に
つ
い
て
地

域
と
検
討
を
進
め
て
い
る
。

が
ん
患
者
に
対
す
る 

支
援
体
制
の
充
実
を

問
　
が
ん
患
者
に
対
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
の
周
知
は
、
健
康

課
が
窓
口
と
な
っ
て
対
応
す
べ

き
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
県
立
が

ん
セ
ン
タ
ー
の
サ
ポ
ー
ト
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
な
ど
、
県
に
リ
ン
ク

し
正
し
い
情
報
を
提
供
出
来
る

よ
う
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
。

問
　
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
の
購
入

助
成
金
制
度
を
導
入
す
べ
き
と

考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

副
病
院
長
兼
事
務
局
長
　
医
療

用
ウ
ィ
ッ
グ
は
無
償
貸
与
を

行
っ
て
い
る
一
般
財
団
法
人
も

あ
る
。
助
成
の
必
要
性
を
含

め
、
ほ
か
の
自
治
体
の
実
績
を

参
考
に
調
査
を
進
め
る
。

熱
中
症
対
策
の 

取
り
組
み
に
つ
い
て

問
　
小
中
学
校
へ
の
遮
熱
塗
装

の
導
入
に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
遮
熱
塗

料
は
太
陽
光
を
反
射
す
る
効
果

が
あ
り
、
室
内
温
度
の
上
昇
を

抑
え
る
機
能
を
備
え
、
暑
さ
対

策
の
一
つ
に
な
る
と
考
え
る
。

来
年
度
予
定
し
て
い
る
体
育
館

の
改
修
工
事
で
採
用
の
可
能
性

を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

い
と
考
え
て
お
り
、
国
の
検
討

状
況
を
注
視
し
て
い
く
。

問
　
東
京
都
で
は
各
自
治
体
で

公
費
助
成
が
開
始
さ
れ
て
い

る
。
県
議
会
で
も
公
費
助
成
に

向
け
た
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い

る
が
県
に
対
し
て
公
費
助
成
の

要
望
を
行
う
考
え
が
あ
る
の
か

伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
国
も
全

国
一
律
の
仕
組
み
を
作
る
考
え

を
持
っ
て
い
る
よ
う
な
の
で
、

県
を
通
じ
て
の
国
へ
の
要
望
を

行
い
た
い
。
県
独
自
の
補
助
に

つ
い
て
も
、
引
き
続
き
検
討
す

る
と
の
話
を
聞
い
て
お
り
、
国

や
県
の
動
き
を
見
て
、
適
切
に

対
応
し
た
い
。

共
生
社
会
構
築
を
目
指
し
て

秋
澤
　
雅
久 

議
員

空
家
の
放
置
を
未
然
に
防
ぎ

活
気
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

五
十
嵐
　
豊 

議
員

石田 美雪 議員 岡崎 通子 議員

交
通
弱
者
の
外
出
支
援
の
更
な
る

充
実
を

上
野
　
仁
志 

議
員

問
　
学
校
な
ど
の
屋
上
に
遮
熱

塗
装
す
る
こ
と
で
冷
房
効
率
を

上
げ
ら
れ
る
と
思
う
が
見
解
を

伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
費
用
対
効
果

な
ど
も
調
査
研
究
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　本会議の質問と答弁の様子は、インター
ネットで生中継と録画中継を行っています。
　各議員の質問内容を詳しく知りたい方は
市議会ホームページからアクセスしてくだ
さい。議員、会派、ことばなどを検索して
映像を選べます。
　録画中継は発言日のおお
むね１週間後から、会議録
をホームページに掲載する
までの間、ご覧いただけま
す。

インターネット中継

公明ひらつか所 属 議 員
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自
治
基
本
条
例
に 

沿
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を

問
　
自
治
基
本
条
例
で
は
、
市

民
の
権
利
を
擁
護
し
、
生
命
・

財
産
を
守
る
こ
と
を
市
長
の
責

務
と
し
て
い
る
。
今
回
、
海
岸

地
域
の
８
つ
の
自
治
会
長
が
連

名
で
県
に
対
し
龍
城
ケ
丘
の
公

園
整
備
に
関
す
る
意
見
書
を
提

出
し
た
が
、
市
長
は
８
つ
の
自

治
会
の
想
い
と
１
万
筆
を
超
え

る
署
名
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な

責
務
を
果
た
す
の
か
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
本
事
業
は
平

成
25
年
か
ら
現
在
ま
で
同
一
事

業
と
し
て
行
っ
て
き
た
。
そ
の

間
、
全
51
回
、
延
べ
１
６
０
０

人
と
対
話
を
重
ね
、
も
ら
っ
た

意
見
は
で
き
る
だ
け
反
映
し
、

事
業
を
進
め
て
き
た
と
認
識
し

て
い
る
。

問
　
24
時
間
営
業
が
予
想
さ
れ

る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に

つ
い
て
、
住
民
に
い
つ
説
明
す

る
の
か
。

都
市
整
備
部
長
　
最
終
プ
ラ
ン

が
ま
と
ま
り
次
第
説
明
す
る
。

問
　
市
長
は
全
て
決
定
し
て
か

ら
説
明
す
る
こ
と
が
最
も
良
い

問
　
令
和
５
年
６
月
議
会
で
自

治
会
長
や
住
民
へ
の
説
明
会
に

つ
い
て
質
問
し
た
が
、
そ
の
後

進
展
は
あ
っ
た
の
か
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
地
元
自
治
会

へ
の
説
明
は
、
現
在
自
治
会
長

と
調
整
を
図
っ
て
い
る
。

問
　
市
民
が
専
門
家
に
海
岸
林

を
10
メ
ー
ト
ル
残
せ
ば
問
題
な

い
と
市
に
指
導
し
た
の
か
確
認

し
た
結
果
、
そ
の
よ
う
な
発
言

は
し
て
い
な
い
。
市
が
判
断
し

た
根
拠
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
樹
木
を
残
す

こ
と
で
風
の
流
れ
が
大
き
く
変

わ
ら
な
い
こ
と
は
、
専
門
家
の

知
見
に
基
づ
き
市
が
判
断
し
た

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
保
全
す

る
樹
林
の
幅
を
約
10
メ
ー
ト
ル

と
し
た
の
は
、
現
地
で
の
海
岸

林
に
よ
る
飛
砂
の
捕
捉
の
観
測

結
果
か
ら
判
断
し
た
。

不
登
校
の
小
中
学
生
に 

お
け
る
対
策

問
　
学
校
に
行
き
づ
ら
い
子
ど

方
法
だ
と
考
え
て
い
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長
　
対
策
も
講
じ

て
お
り
、
こ
れ
で
進
め
る
。

問
　
市
長
の
答
弁
を
求
め
る
。

都
市
整
備
部
長
　
市
長
の
任
命

を
受
け
、
答
弁
し
て
い
る
。

問
　
県
の
占
用
許
可
条
件
に

は
、
地
元
の
合
意
が
無
く
て
も

影
響
は
な
い
の
か
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
意
見
を
反
映

し
て
プ
ラ
ン
変
更
を
し
て
お

り
、
全
く
意
見
を
聞
か
ず
に
進

め
て
い
る
事
業
で
は
な
い
。

問
　
こ
の
事
業
が
自
治
基
本
条

例
に
沿
っ
た
進
め
方
な
の
か
、

第
三
者
機
関
を
含
め
た
話
し
合

い
が
必
要
で
は
な
い
か
。

企
画
政
策
部
長
　
自
治
基
本
条

例
の
理
念
や
ま
ち
づ
く
り
条
例

も
た
ち
の
た
め
に
、
学
校
の
空

き
教
室
を
使
い
、
居
場
所
を
設

置
す
る
こ
と
へ
の
本
市
の
考
え

を
伺
う
。

学
校
教
育
部
長
　
不
登
校
の
児

童
生
徒
が
増
加
し
て
い
る
現
状

を
踏
ま
え
、
児
童
生
徒
の
学
校

で
の
居
場
所
に
つ
い
て
先
進
的

な
事
例
を
収
集
す
る
な
ど
研
究

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
不
登
校
支
援
団
体
の
情
報

の
周
知
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

学
校
教
育
部
長
　
県
で
も
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
発
信
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
、
県
と
も
連
携
を
と

り
、
市
が
ど
の
よ
う
な
周
知
が

出
来
る
の
か
し
っ
か
り
研
究
し

日
本
共
産
党
平
塚
市
議
会
議
員
団

無
所
属

市
民
の
権
利
を
擁
護
し
、
生
命
・

財
産
を
守
る
こ
と
が
市
長
の
責
務

龍
城
ケ
丘
ゾ
ー
ン
整
備
は
地
元

住
民
と
の
対
話
が
何
よ
り
も
大
切

松
本
　
敏
子 

議
員

佐
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美
子 

議
員

日本共産党平塚市議会議員団
所 属 議 員

髙山　和義 議員

教育民生
　議案３案件は全て原案どおり可
決すべきものと決定しました。
○議案第71号　令和５年度平塚市
一般会計補正予算
　市民活動推進費の国際交流活
動推進事業について、リトアニア
共和国カウナス市との姉妹都市提
携の調印式に向けた取り組みを伺
う。
　カウナス市で調印式を行うた
め、現在オンラインを駆使してい
ろいろ細かな調整を行っている。

その中で、両市で提携の記念品を
贈り合うことを合意したので、現
在検討を進めている。なお、11月
に渡航して、11月25日にカウナス
市で調印式を行うことになってい
る。
　学校給食費の単独調理場運営
事業の補正内容を伺う。
　当初予定していない故障や修
繕の対応を考えている。今回崇善
小学校の冷凍庫の更新を行うが、
メーカーと協議の結果、修理が難
しいとのことで、買い換えをする
ための予算を計上している。

環境厚生
　議案５案件は全て原案どおり可
決すべきものと決定しました。
○議案第71号　令和５年度平塚市
一般会計補正予算
　青少年育成費の放課後児童健
全育成事業について、送迎用バス
の安全装置はどのようなものか。
　２種類の装置があり、１つが
エンジンの停止後に車内確認を促
す警報が鳴り、運転手が後方に車
内警報を消しに行く降車時確認
式、もう一つはエンジン停止後、

一定期間経つとセンサーで車内の
検知をする自動検知式である。
　児童福祉総務費の民間保育所
助成事業と児童福祉施設費の公立
保育所等運営事業の記録用カメラ
について、民間への補助と公立園
に設置するが、公立園では園児た
ちが着替える部屋にも設置する予
定なのか。
　公立園のカメラの設置場所だ
が、各保育室と園庭を予定してい
る。保育室では着替えも行うこと
から、カメラを設置した部屋で着
替えを行うことになる。

常任委員会の審査概要 今定例会に上程された議案は所管の常任委員会に付託して審査しました。
常任委員会の主な質疑を紹介します。

の
理
念
な
ど
を
踏
ま
え
、
令
和

元
年
に
市
長
の
指
示
で
Ｐ
Ｐ
Ｐ

／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
お
け
る
市
民

対
話
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し

た
。
自
治
基
本
条
例
に
基
づ

き
、
ま
た
、
市
民
対
話
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
沿
っ
て
進
め
て
い
る
。

問
　
５
年
６
月
議
会
で
海
側
の

既
存
樹
林
帯
10
メ
ー
ト
ル
を
確

保
す
れ
ば
風
の
影
響
は
変
わ
ら

な
い
と
し
た
根
拠
は
、
吉
崎
教

授
に
指
導
を
受
け
て
市
が
判
断

し
た
と
答
弁
し
た
が
、
吉
崎
教

授
は
了
解
し
て
い
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長
　
専
門
家
の
知

見
に
基
づ
き
市
が
判
断
し
た
。

問
　
中
央
部
分
の
樹
林
を
伐
採

す
る
場
合
、
全
体
と
し
て
連
続

し
た
一
団
の
風
衝
形
を
維
持
し

た
樹
林
帯
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
吉
崎
教
授
は
強
調
し
て
い

る
が
、
そ
の
と
お
り
に
な
っ
て

い
る
の
か
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
今
あ
る
風
衝

形
は
全
て
保
全
し
て
い
く
。

問
　
犠
牲
林
だ
け
が
風
衝
形
で

は
な
い
。
全
体
が
風
衝
形
で
あ

る
。
指
導
を
受
け
た
吉
崎
教
授

の
判
断
を
聞
き
た
い
。

都
市
整
備
部
長
　
指
導
は
あ
っ

た
が
、
こ
の
分
野
に
専
門
家
は

い
な
い
と
認
識
し
て
お
り
、
最

終
的
に
は
公
園
の
全
体
的
な
計

画
の
中
で
判
断
し
た
。

幼
保一元
化
に
関
す
る 

公
立
園
の
見
直
し

問
　
質
の
高
い
保
育
を
継
承
し

て
い
く
に
は
公
立
園
の
役
割
が

重
要
だ
が
、
今
回
の
改
訂
で
そ

の
役
割
が
果
た
せ
る
の
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
市
全
体

の
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
や
要
配
慮
児
の
受
け
入
れ
な

ど
が
公
立
園
の
役
割
と
認
識
し

て
い
る
。
そ
の
実
践
を
民
間
園

て
い
き
た
い
。

問
　
不
登
校
の
子
ど
も
を
持
つ

親
同
士
の
つ
な
が
り
は
一
つ
の

救
い
に
な
る
。
保
護
者
の
会
の

周
知
に
つ
い
て
伺
う
。

学
校
教
育
部
長
　
現
在
、
保
護

者
の
会
の
チ
ラ
シ
を
子
ど
も
教

育
相
談
セ
ン
タ
ー
や
公
民
館
な

ど
に
配
架
し
て
い
る
。
今
後
、

保
護
者
の
会
と
よ
り
連
携
し

て
、
学
校
へ
の
チ
ラ
シ
な
ど
の

配
架
も
前
向
き
に
検
討
し
て
い

る
。

に
モ
デ
ル
と
し
て
示
し
、
支
援

す
る
役
割
も
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
今
回
の
改
訂
で
十
分
に

果
た
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
て
い
る
。

問
　
南
原
保
育
園
と
統
合
し
て

民
間
の
認
定
こ
ど
も
園
に
な
る

ひ
ば
り
幼
稚
園
の
入
園
募
集
は

い
つ
ま
で
行
う
の
か
伺
う
。

教
育
総
務
部
長
　
方
向
性
は
出

た
が
、
現
実
的
に
は
開
園
す
る

ま
で
数
年
程
度
の
期
間
が
見
込

ま
れ
る
。
令
和
６
年
度
の
入
園

は
通
常
ど
お
り
手
続
き
の
準
備

を
進
め
て
い
る
。

市議会に関する情報
は、市議会ホームペー
ジからご覧
になれます。

市議会ホームページ

　皆さんの意見や要望を議会に伝え、市政に反映させる方
法として請願と陳情があります。
　請願は、紹介議員を必要とし、提出後は所管の常任委員
会などへ付託して審査します。その後、委員会審査の結果
を本会議へ報告し、議会としての採択、不採択などを決定
します。
　陳情は、請願と同じような性
格のものですが、紹介議員を必
要とせず、提出後は議会運営委
員会でその取り扱いについて協
議します。

請願・陳情を市議会へ
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審議結果一覧表では、会派名等を略称で表記
しています。正式名称等は次のとおりです。

清……清風クラブ（８名）
湘……湘南フォーラム（５名）
し……しらさぎ・無所属クラブ（５名）
公……公明ひらつか（５名）
共……日本共産党平塚市議会議員団（２名）
A……佐藤由美子（無所属）

問い合わせ
平塚市議会 議会局 ☎0463-21-8791

会派名等の表記について

編集委員　　�元島　新　　久保田聡 
岡崎通子　　黒部栄三

議　　長　　坂間正昭
副 議 長　　出村　光

議 会 報 編 集 委 員 会

お 知 ら せ
○�12月定例会の本会議と常任委員会は、

右記日程での開催を予定しています。
本会議は午前10時に開会の予定です。

○�本会議はケーブルテレビ（SCN）で
の生中継と当日夜の録画放送、イン
ターネットでの生中継と録画中継の配
信を行っています。

○�市議会ホームページで
は、これまで発行した
ひらつか議会だよりを
ご覧いただけます。

審議の結果
〇は賛成　×は反対　退は退席

（各会派の正式名称はページ左下に記載しています）市長提出議案
議案番号 件　名 結果 清 湘 し 公 共 Ａ
認第1号 決算の認定について〔令和４年度平塚市一般会計・特別会計決算〕 継続審査 － － － － － －

認第2号 決算の認定について〔令和４年度平塚市病院事業決算〕 継続審査 － － － － － －

認第3号 決算の認定について〔令和４年度平塚市下水道事業決算〕 継続審査 － － － － － －

第61号 平塚市印鑑条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○４
退１ ○ × ○

第62号 平塚市一般職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

第63号 平塚市災害派遣手当等の支給に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

第64号 地方税法第314条の７第１項第４号に掲げる寄附金を受け入れる特定非営利活動法人
等を定める条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

第65号 大神・吉際地区住居表示整備事業の実施に伴う関係条例の整理に関する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

第66号 平塚市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準等を定める条
例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

第67号 平塚市火災予防条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

第68号 工事請負契約の締結について〔四之宮公民館新築工事（建築）〕 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

第69号 市道路線の認定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

第70号 利益の処分について 継続審査 － － － － － －

第71号 令和５年度平塚市一般会計補正予算 可決 ○ ○ ○４
退１ ○ ○ ○

第72号 令和５年度平塚市競輪事業特別会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

第73号 令和５年度平塚市国民健康保険事業特別会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

第74号 令和５年度平塚市水産物地方卸売市場事業特別会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

第75号 令和５年度平塚市介護保険事業特別会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

第76号 令和５年度平塚市後期高齢者医療事業特別会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

第77号 令和５年度平塚市下水道事業会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

第78号 公平委員会委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○

第79号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○

第80号 功労者の表彰について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

第81号 功労者の表彰について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

12月 定 例 会の予定
日 月 火 水 木 金 土
11/26 11/27 11/28 11/29 11/30 12/1 12/2

本会議
提案説明

など
12/3 12/4 12/5 12/6 12/7 12/8 12/9

本会議
［総括質問］

12/10 12/11 12/12 12/13 12/14 12/15 12/16

本会議
［総括質問］

本会議
［総括質問］

本会議
［総括質問］

常任委員会

12/17 12/18 12/19 12/20 12/21 12/22 12/23

常任委員会 本会議
［表決など］

12/24 12/25 12/26 12/27 12/28 12/29 12/30

報告番号 件　名

第10号 継続費の精算報告について

第11号 健全化判断比率について

第12号 公営企業の資金不足比率について

第13号 専決処分の報告について

報　告

【委 員 長】数田　俊樹（写真）
【副委員長】渡部　　亮
【委　　員】石田　美雪
	 片倉　章博
	 小泉　春雄

　９月定例会に令和４年度決算に関する議
案が提出されたため、議会では決算特別委
員会を設置し、９月26日から９月27日にか
けて審査を行いました。
※審査の概要は、次号でお伝えします。

決算特別委員会を設置


